
平成23年11月15日　森林計画課

【単位：千円】

714,851 (956,260) 32,985 (58,776) 197,374 (197,374) 201,668 (201,668)

森林環境の適正な保全 643,975 (829,339) 県民参画の推進 27,833 (36,893) 　森林環境交付金事業【地域提案重点枠】 森林環境交付金事業【森林環境基本枠】

98,374 (98,374) 201,668 (201,668)

　　（事業の対象分野） 　（事業の対象分野）

　　ア　県産材の利活用推進 　ア　県民参画の推進

森林文化の継承 0 (9,460) 　　イ　木質バイオマスの利活用推進 　イ　森林の適正管理推進

森林資源の活用による低炭素社会づくり 　　ウ　その他 　ウ　森林環境学習の推進

70,876 (126,921) 　エ　森林整備の推進

　　・間伐材の搬出・運搬支援

　　・森林整備を促進するための路網整備 森林環境の調査研究 0 (4,000)

　　・県産材利用（新築住宅等）に対する補助 99,000 (99,000)
　　・木質バイオマス利用促進 　・森林整備促進事業

森林環境基金の運営 5,152 (8,423) 　・間伐材の搬出・運搬支援

※前年度からの繰り越しは７月末で整理。

※金額について、震災復旧・復興の観点から重点・選別化を行った上で、事業規模等を組み替え。

　・市町村独自の優れた提案事業に重点的に取り組む財源 ・全ての市町村が継続的に森林づくりに取り組む財源

（　　　）は平成２３年度当初予算

　・県立学校における森林環境学習等

　・県内の森林文化の調査、実践者による講演、実演、体験等

  ・森林整備による公益的機能や木材利用による効果等の調査研究

・森林環境基金事業の県民への広報、懇談会の開催等

　・森林環境学習に必要なﾌｨｰﾙﾄﾞの整備、指導者の養成

　　・森林GISの整備による森林情報の高度化､共有化 　・森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの養成、森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの運営等

　　・施業集約化を促進するための支援

平成２３年度森林環境基金事業の枠組み（９月補正）

森林環境を保全するための事業 森林づくりの意識を醸成するための事業 森林環境を保全するための事業 森林づくりの意識を醸成するための事業

　　・水源かん養など機能の低下が懸念される森林整備等

税収 10.41億円（見込み）
（個人事業者・給与所得者 8.39億円 法人 2.02億円)

森林環境基金 10.52億円

【今年度繰り入れ 9.68億円＋0.12億円＋前年度からの繰り越し0.72億円】

県・市町村の徴収取扱

費0.73億円(税収の7%)

県事業 7.48億円(10.14億円) 市町村事業 3.99億円(3.99億円)
森林の未来を考える懇談会

意見・事業評価

国庫の活用249,205千円→平成23年度事業費：1,146,878千円（1,413,448千円）

65.2%  (71.8%) 34.8%  (28.2%)


